
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か ん し ゃ 

～表紙の写真～ 

小池町凧揚げ会の皆様より寄贈していただいた凧です。

初代の凧が色褪せてしまったことを気にかけてくださ

り、2018 年 10 月に新たな凧を作って設置してください

ました。 

さぎの宮寮本館の正面玄関を入ったところに飾ってあ

り、来寮される皆さんを迎えてくれています。 

さぎの宮寮にお越しの際は、玄関に入ったら 

ぜひ上をご覧ください。 

小池町凧揚げ会の皆様、 

ありがとうございました。 

し ん 

住 所 ：〒435－0056浜松市東区小池町 38－1 

T E L：053－434－5710  

F A X：053－434－5108 

H P ：http://houeikai5710.jp 

第 15号 2019年 1月 発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 高杉 英成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謹賀新年 
 

皆様、新年明けましておめでとうございます。 

旧年中は、社会福祉法人峰栄会に、絶大なるご支援をいただきまして、誠にあり

がとうございました。 

昨年の年頭の挨拶としまして、“今年こそは平穏な一年でありますように”と願い

ましたが、我が国のみならず全世界に激甚なる自然災害が起こりました。 

2018年の漢字一文字には“災”の一字が選ばれました。 

その年の思いの語に、このような文字が選ばれることからは、今年は卒業したい

と念ずるひとりでございます。新年を迎えながら、今もなお復旧、復興にご尽力されております多くの方々に、心

から声援を送らせていただきます。 

しかし、昨年末には素晴らしい朗報が、日本に届けられました。ノーベル医学生理学賞を本庶佑京都大学特別教

授(76歳)の受賞です。本庶氏は、この授賞式に“日本で研究してきたので、僕の心構えとして、それが適切だと思

っている”と話され、規定では【燕尾服（男性）、イブニングドレス（女性）】の着用が慣例ですが、ご夫妻は紋付

き羽織袴、留め袖で臨まれました。さすがに、癌免疫療法の研究一筋、信念を貫いてこられたご本人の言葉、多く

の日本人が心を打たれたと思います。又、多くの癌患者の方々には、素晴らしい朗報でした。人生百年の計にも多

大な寄与になるでしょう。 

又、ストックホルムでの記者会見では、“偶然を見逃さないことも、科学研究では大切です”と述べられました。

この言葉を聞き、フランスの細菌学者ルイ・パスツールの“偶然は準備のできていない人を助けない”という言葉

を思い出し、社会福祉事業の世界にも大切な言葉と感銘いたしました。 

さて、当社会福祉法人峰栄会は、国からの法人改革に準じ、昨年をその出発年としまして、法人役員及び委員等

の見直しを進めてまいりました。今年は一層の充実を計ってまいる所存でございます。 

今年は新元号制定の年であります。元号平成と共に歩んでまいりました当法人ですが、新元号を迎えるにあたり、

役員一同尚一層の精進をしていくことを、新年の誓いの言葉とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のご挨拶 

主な出来事 

・福田康夫内閣発足。 

・日本郵政株式会社が発足。 

・京都大学の山中伸弥教授が人工多能性幹細胞(iPS 細胞)の

作成に成功したと発表。 

・埼玉県さいたま市に鉄道博物館が開館。 

・能登半島地震。新潟県中越沖地震が発生。 

NHK 大河ドラマ 

『風林火山』主演：内野聖陽（山本勘助） 

新語・流行語 

・どげんかせんといかん ・どんだけぇ～ 

2007年の漢字 

「偽」→食品偽装問題等、多くの業界で偽装が目立った。 

 

相撲 

・白鵬翔が史上 4人目の外国人横綱となる。 

ゴルフ 

・石川遼が KSB 杯で優勝し、15 歳 8 ヶ月のメジャー世界最

年少優勝。 

野球 

・日本シリーズ優勝：中日ドラゴンズ(53年ぶり 2回目) 

高校野球 

・春季大会優勝：常葉菊川高校○初（静岡） 

・夏季大会優勝：佐賀北高校○初（佐賀） 

サッカー 

・Jリーグ J1優勝：鹿島アントラーズ 

 

12 年前の亥年(2007 年)のできごとをプレイバック 

さぎの宮寮 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
さ
ぎ
の
宮
寮
か
わ
ら
版 

秋
は
や
っ
ぱ
り
行
楽
だ
ら
～
！ 

 

各
事
業
所
行
楽
に
出
か
け
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

外
食
＆
万
葉
の
森
散
策
ツ
ア
ー 

11
月
5
日
～
11
日
に
か
け 

て
、
食
事
会
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
あ
ら
た
ま
庵
で
す
。 

外
食
は
気
分
も
食
欲
も
U

P
。 

食
後
は
万
葉
の
森
を
散
策
。 

今
年
は 

紅
葉
狩
り
と
は
い
き
ま
せ 

ん
で
し
た
が
、
外
気
に
触 

れ
、
道
中
の
車
内
で
は
会 

話
も
弾
み
ま
し
た
。
み
な 

さ
ん
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来 

た
よ
う
で
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

喫
茶
店
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

行
楽
と
し
て
出
掛
け
る
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら

ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
転
換
で
喫
茶
店
な
ど
に
出
か 

け
て
い
ま
す
。
今
日
は
パ
ン 

ケ
ー
キ
。
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ 

る
か
し
ら
？
と
言
い
つ
つ
も 

ペ
ロ
リ
。
女
子
は
甘
い
も
の
に 

目
が
な
い
の
で
す(

笑) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019.1月発行 

さぎの宮寮 

特
養 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
＆
ミ
カ
ン
狩
り 

10
月
11
月
と
行
楽
に
出
か
け
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
へ
は
春
に
も
行
き
ま
す
が
、
今
回
は
秋
・
・
・ 

10
月
と
い
う
こ
と
も
あ 

り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
満 

喫
し
ま
し
た
。
初
コ
ス 

プ
レ
に
照
れ
な
が
ら
も 

笑
顔
で
ポ
ー
ズ
。
さ
ら 

に
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

に
も
乗
車
。
春
は
花
々 

を
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
体
験
型
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ミ
カ
ン
狩
り

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空
に
ミ
カ
ン
の
オ
レ
ン

ジ
色
が
映
え
、
食
欲
も
増
し
ま
す
。
気
温
も
暖
か

く
、
例
年
よ
り
も
ゆ
っ
く
り 

と
ミ
カ
ン
狩
り
を
楽
し
む
こ 

と
が
出
来
ま
し
た
。
お
弁
当 

も
屋
外
で
食
べ
る
と
お
い
し 

さ
も
倍
増
で
す
。
も
ち
ろ
ん 

ミ
カ
ン
は
別
腹
で
す(

笑) 

広
報
誌
を
作
成
す
る
際
、
各
事
業
所
に
写
真

の
提
供
依
頼
を
し
ま
す
。
毎
号
素
敵
な
写
真

が
多
く
、
選
ぶ
の
が
大
変
で
す
。
い
つ
も
ボ

ツ
に
す
る
に
は
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
編

集
者
の
独
断
で
今
回
は
勝
手
に
一
等
賞
と

し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

10
月
6
日
～
7
日
の
小
池
町
秋
祭
り

で
、
今
年
も
屋
台
を
引
い
て
小
池
町
自
治

会
の
皆
様
が
来
寮
さ
れ
ま
し
た
。 

お
祭
り
に 

ワ
ク
ワ
ク 

し
て
し
ま 

う
の
は
、『 

浜
松
っ
子
』 

の
性
分
で
し
ょ
う
か
。
満
面
の
笑
み
だ
け

で
な
く
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
ま
で
出
ち
ゃ
い

ま
す(

笑) 

ま
た
お
待 

ち
し
て
い 

ま
す
。 

小池町秋祭り小池町自治会来寮 
秋も感謝!! 

感
染
症
に
注
意 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
感
染
症
が
流
行
す
る
季
節

で
す
。
職
員
も
11
月
末
ま
で
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
義

務
付
け
、
対
策
し
て
い
ま
す
。 

感
染
症
に
罹
患
し
な
い
た
め
に

も
、
正
し
い
手
洗
い
・
う
が
い
、
十

分
な
休
息
な
ど
体
調
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
来
寮
時
に
は
手

洗
い
・
う
が
い
の 

ご
協
力
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

あら、うれしい～。 

ありがとう。 

あれ、ほんと～ぉ。 

あははは(笑) 



 

小規模多機能ホームは、平成３０年１２月をもちま

して開設１０周年を迎えることができました。 

 開設から１つの節目とも言えるこの日を迎えるこ

とができましたのも、御利用者、御家族、地域の皆様

からの温かいご支援の賜物です。 

 心より感謝申し上げます。 

開設当初利用していた児童は１９歳となり、大

きく成長しました。 

毎日おじいちゃん・おばあちゃんに見守られ、優

しさと思いやりの心を育んでいます。 

年中行事にも力を入れています。

御利用者の方の楽しみや生きが

いを見出す一助となっています。 

 共同生活ホームは、平成２０年１２月１日に事

業を開始し、現在４名の男性御利用者が生活して

おります。４名とも１０代で入所し、今は皆様立

派な成人男性へと成長しました。共同生活ホーム

を巣立つ日も近いのではないでしょうか！？ 

 今後も御利用者の成長を支えていきたいと思い

ます。 

ヤマハイノベーション

ロード、浜松城へ行って

来ました。 

 



平成３０年９月から
１１月の様子

き
じ
の
里
新
聞
 

【地
域
交
流
】 

  

11
月
20
日
に
、
地
域
の
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
『
千
寿
会
』
の
方
々
と
園
児
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
と
交

流
を
し
ま
し
た
。 

  

踊
り
の
披
露
・
合
唱
・
輪
投
げ
大

会
な
ど
、
こ
ど
も
達
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。 

 

地
域
交
流
は
、
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
、
地
域
住
民
の
方
と

交
流
す
る
こ
と
で
地
域
社
会
に
参

加
出
来
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
、

交
流
会
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

  

皆
様
も
ぜ
ひ
き
じ
の
里
の
ご
利

用
者
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【敬
老
会
】 

 

9
月
に
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
ご
利
用
者
の
皆
様
の
希

望
に
添
っ
た
お
弁
当
を
提
供
し
ま

し
た
。
「今
日
は
、
好
き
な
物
ば
か

り
で
ど
れ
か
ら
食
べ
よ
う
か
迷
っ

ち
ゃ
う
な
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
か
ら
も
手
作
り
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
長
寿
を
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
青
い
風
】 

  

11
月
24
日
に
「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
青

い
風
」
の
方
々
に
ご
来
館

頂
き
ま
し
た
。 

『
響
花
』
や
『
恋
は
優
し
野

辺
の
花
よ
』
な
ど
計
10

曲
を
演
奏
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

 

観
賞
の
他
、
指
揮
者
体

験
の
時
間
も
あ
り
、
ご

利
用
者
も
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
で
4
回
目
と
な
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演

奏
会
。
地
域
の
方
々
に

も
た
く
さ
ん
ご
来
館
頂

き
ま
し
た
。
次
年
度
も

開
催
予
定
な
の
で
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

デイサービス 

特別養護老人ホーム 

行
事

 
 
 
 
 
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

 
 
 
 
 
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

 

 
 
 
 
 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

【万
葉
の
森
公
園
】 

  

10
月
30
日
に
ド
ラ

イ
ブ
で
万
葉
の
森

公
園
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
天
気
に
も
恵

ま
れ
紅
葉
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
と
は
少
し

違
っ
た
入
居
者
様

の
表
情
を
見
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
色

や
香
り
を
か
ら
だ

全
体
で
感
じ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

【
誕
生
日
会
】 

  

11
月
6
日
は
、
き

じ
の
里
最
高
齢
の

ご
利
用
者
の
お
誕

生
日
で
し
た
。 

年
齢
は
、  

 

こ
ど
も
園
の
園
児

に
も
盛
大
に
お
祝

い
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

こ
ど
も
達
に
元
気

な
パ
ワ
ー
を
た
く

さ
ん
も
ら
い
ま
し

た
。 

 

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
も
元
気
に
お
過

ご
し
下
さ
い
ね
。  
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平成３０年９月から
１１月の様子

  

 

【ハ
ロ
ウ
ィ
ン
】 

  

家
か
ら
持
っ
て
来
た
衣
装
で
仮
装
を
し
て
特
養
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
披
露
目
し
、
お
菓
子
を
貰
っ
て
大
満
足
。 

  

こ
ど
も
達
は
仮
装
に
お
菓
子
に
パ
ン
ダ
も
や
っ
て
来
て
お
お
は

し
ゃ
ぎ
な
1
日
で
し
た
。 

【ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
】 

 

11
月
の
後
半
か
ら
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

毛
糸
で
リ
ー
ス
を
編
ん
で
飾
り
付
け
を
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ー
ス

を
作
っ
て
い
ま
す
。 

【
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
大
会
】 

  

10
月
28
日
に
5
歳
児
が
チ
ャ
イ
ル
ド

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

大
会
で
は
19
チ
ー
ム
あ
る
中
、
見
事 

総
合
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
て
大
喜
び
で
し

た
。 

 

ま
た
一
段
と
団
結
力
が
深
ま
っ
た
気

が
し
ま
す
。 

 

す
っ
か
り
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
の
虜

に
な
っ
た
子
ど
も
達
。
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
終
わ
っ
た
後
も
、
毎
日
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

【
発
表
会
】 

 

12
月
1
日
に
浜
北
文
化
セ
ン
タ 

ー
で
、
こ
ど
も
園
の
発
表
会
を
行 

い
ま
し
た
。 

 

小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
は 

お
母
さ
ん
と
離
れ
る
時
に
泣
け
て 

し
ま
う
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

次
第
に
笑
顔
が
戻
っ
て
き
て
立
派 

に
発
表
で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

大
き
い
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
は 

堂
々
と
役
を
演
じ
、
元
気
な
声
で 

台
詞
を
言
う
姿
は
、
さ
す
が
の 

一
言
で
し
た
。 

  

ホ
ー
ル
の
大
舞
台
で
堂
々
と
歌
や
ダ
ン
ス
、
劇
を
発
表
し
、 

子
ど
も
達
も
ま
た
ひ
と
つ
大
き
く
成
長
で
き
た
と
思 

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
姿
が
楽
し
み
で
す
！ 

  

【
秋
の
収
穫
】 

 
 

 

10
月
、
11
月
に
さ
つ
ま
い
も
掘
り
、 

み
か
ん
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス

の
中
か
ら
や
る
気
ま
ん
ま
ん
の
子
ど

も
達
。
畑
に
着
く
と
、
「こ
れ
は
パ
パ

の
分
」
「
こ
れ
は
マ
マ
に
あ
げ
る
の
」な

ど
、
家
族
の
分
ま
で
張
り
切
っ
て
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。 

 

自
慢
げ
に
お
土
産
袋
を
お
母
さ
ん

に
見
せ
て
い
ま
し
た
。
自
分
達
で
収

穫
し
た
野
菜
や
果
物
は
味
が
格
別
で

す
よ
ね
。 

 

次
の
日
に
は
、
「
僕
は
焼
き
芋
に
し

て
食
べ
た
よ
！
」
「
私
は
み
か
ん
3
個

も
食
べ
た
！
」
と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

に
教
え
て
く
れ
た
子
ど
も
達
で
し
た
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さぎの宮寮デイサービスセンター 鈴木 秀治 

 さぎの宮寮デイサービスセンターでは「来て良かった」「楽しかった」と思って頂ける空間を目指して、我々職員は

日々業務に取り組んでいます。 

 デイサービスは朝の送迎に始まり、午前の活動・入浴、昼食、午後の活動、帰りの送迎といった流れで一日過ごし

ていただいています。安全・安心に過ごしていただくために、毎日の朝夕の申し送りに加え、月に 1 回勉強会を行っ

ています。勉強会では、毎月テーマを決め、入浴・食事・介護技術・レクリエーション・行楽などについて、それぞれ

意見を出し合い学びの場としています。 

 例えば入浴。脱衣時の寒暖の差、濡れた床での転倒など、危険があります。そんな危険に備え、朝から浴室及び脱

衣室を暖め、床は滑りにくい床材を使用しています。 

しかし、このように設備を整えていても、時には“ヒヤリ”と思う事も出てきます。そんな“ヒヤリ”を職員で共有す

る事はすごく重要なのです。事故になる前の“ヒヤリハット”で食い止める為に、職員は今日も“ヒヤリハット”を書

き、気付く力を養っています。 

 1人月 10枚を目指し、多くの 

気付きを見つけるよう努力して 

います。 

 

 

社会福祉法人峰栄会 さぎの宮寮 事務長 中山 律子 

平成 28 年 4 月から社会福祉法一部改正により、社会福祉法人としては地域における公益的な取組を実施する責務と

して、社会福祉法第 24 条の 2 として、施行されました。子ども、高齢者、障害者などすべての人々が地域、暮らし、

生きがいを共に創り、高めあうことができる地域共生社会の実現を目指す中、社会福祉法人においても「地域における

公益的な取組」の実践を通じて、地域づくりと連携し、積極的に貢献していくことが期待されています。 

 峰栄会においても設立から地域福祉の実践として、配食サービス・介護用品等無料レンタル・学習支援等を実施して

きました。平成 23 年からは浜北区染地台にあるきじの里において NPO 法人ねっとわあくアミダス様と居場所作りの

caféをオープンし、多くの方の憩いの場として提供しています。 

 東区小池町にあるさぎの宮寮では平成 29 年度から小池町・市野町・大瀬町にお住いの方々を対象にニーズ調査を行

い、約 300戸の方々から「あったらいいと思う福祉サービスは何ですか？」との問いに対して、居場所作り・送迎サー

ビス・配食サービス等様々な回答をいただきました。そこで、「地域まるごと」をテーマに居場所作りの一環として“さ

ぎの宮寮子ども食堂”を始めました。 

 職員とその家族を対象にプレオープンを行い、平成 30年 11月 24日に第 1回を開催いたしました。今後は月 1回の

開催を目指し取り組んでいきます。今後の地域共生社会の実現に向けて、多角化・複雑化する地域のニーズに対して創 

        意工夫を重ね対応してまいります。 

 

調査にご協力いただき、ありがとう 

ございました。 

 

円陣を組んで気合い注入♪ 

私もお鍋を押さえてお姉
ちゃんのお手伝いするよ。 

【プレオープン】 

みんなで食べるとおいしいね♪ 

【プレオープン】 



 

      

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

公私共に輝いている職員を紹介します。 

Q3.仕事のやりがいや楽しさについて教えて下さい。 

A3子ども達の成長を感じた時です。言葉の選び方、声のかけ方 1つでも子どもの反応が変化するので「こう言えばい

いのか」「次はああしよう」と子どもと一緒に自分も成長出来た時、この仕事の面白さややりがいを感じます。 

 

Q4.今後の目標などあれば教えて下さい。 

A4.1人 1人にある「得意なこと」「好きなこと」それを見つけて育てる力をもっともっとつけていきたいです。楽しく、伸び

伸び過ごせる素敵な場所と時間を作っていけるよう、頑張っていきたいです。 

Q1.名前と所属部署を教えて下さい。 

A1.社会福祉法人峰栄会 特別養護老人ホームさぎの宮寮の 

≪宇賀
う が

 正和
まさかず

≫です。 

 

Q2.当法人に勤めて何年になりますか？ 

A2.今年で１２年目です。 

 

Q3.あなたのきらきらポイント（趣味や頑張っていること等）を

教えて下さい。 

A3. 

マラソン(7)：筋トレ(1)：読書(1)：休日の夕食作り(1) 

マラソンは 10年前から、筋トレは脂肪燃焼の為マラソントレ

ーニングの一環として。村上春樹氏のマラソンの本を読み今

ではハルキスト。栄養のバランスも大切と料理もします。 

Q1.名前と所属部署を教えて下さい。 

A1.社会福祉法人峰栄会 認定こども園きじの里の 

       たけうち   みさき 

≪竹内 実紗希 ≫です。 
 

Q2.当法人に勤めて何年になりますか？ 

A2.今年で４年目になります。 

 

先日スーパーで静岡ランニングパトロール(防犯ボランティア)の活動を知り、積極的に取り組んでいます。また、活動の先

導役で静岡新聞の記事になったことはうれしかったです。 

 

Q4.仕事のやりがいや楽しさ、そして今後の目標などあれば教えて下さい。 

A4.サービスを提供する上で、良いも悪いも利用者皆さんの声にやりがいを感じます。介護を行っている現場職員として、

一瞬一瞬気の抜けない仕事です。失敗から学ぶこと、努力しなければいけないことも多くあります。 

今の目標はありません。しかし、明日になれば目標ができる（ひらめく）かもしれません。今やるべきこと、課題をクリア

していくことの積み重ねが大事だと思うから。人生をマラソンに例えるのなら、現状はジョギングシューズを購入したあたり

ですかね。これから訪れる苦痛や挫折に対応できるよう心身を鍛えることが今やるべきことだと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さぎの宮グループホーム 澁田 知子 

 私は、西日本豪雨災害の被災地である岡山県から派遣要請を受け、静岡 DCATの第 3クールの一員として、平成 30

年 7月 31日～8月 6日まで岡山県倉敷市真備町薗小学校で活動してきました。岡山駅から車で約 1時間、真備町に入

ると今までの景色は一変し、道路の両脇には災害ゴミがあふれ、多くの家が浸水被害に 

あったことが一目でわかりました。薗小学校での活動内容は、避難所の巡回・避難者への 

アセスメント・なんでも相談コーナー・集いの場の開催や各種関係者とのミーティング等 

があり、私は主に、校舎内と公民館で生活をされている方を訪問し、避難者への声掛けや 

体調確認、要配慮者への継続的な見守りや経過観察等を行いました。避難生活での不満や 

疲労、今後の生活への不安など、抱えている問題は様々です。私はとにかく、話を傾聴し、 

寄り添うことしかできなかったように思えます。被災当時の話も多く聴かせていただき、自主的に早めの避難をされた

方、避難する前に水が押し寄せ、灯りの消えた暗闇の中で一晩中 2階で救助を待ち続けた方、ペットと一緒に避難でき

ずに後悔をしている方など多くの方から話を聴き、みなさんが口を揃えて、「まさか、 

こんなことになるとは。」と言っていたのが、印象的でした。 

 今回、静岡 DCATの一員として、被災地支援を通して、改めて防災対策の重要性を感じ 

ました。特に、自分で自分の身を守る「自助」がとても大切で、生きるための防災対策を 

しなければなりません。そして、人は一人では生きていくことはできないので、隣近所・ 

地域と協力していく「共助」も重要になります。 

 静岡 DCATの活動を通して、私自身初めて被災地へ行き、貴重な経験をさせていただき 

ました。この経験を活かして、施設の防災対策に努めて 

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰栄会の親睦会では、夏に親睦旅行・冬は忘年会があります。 

今年も、7月に親睦旅行で修善寺へ行きました。お天気も良くリフレッシュ 

＆ショッピングが出来ました。 

11月～12月には忘年会。こちらも 4班に分かれて、オークラアクトシティホテル浜松の 45階スカイバン 

ケット or30階パールで行われました。毎年、各事業所から景品が提供され、ビンゴ大会もあります。 

みんな大人げなく(?)、しかし法人職員として品よく盛り上がります(笑)『リーチ』の声に会場がざわめきます。 

平成 30年度も大いに盛り上がりました。 

いたるところに災害ゴミがあり
被害の大きさを物語っています。 

体育館には段ボールベッドがあ
ったが、1人 1畳のスペースしか
ありません。 

理事長挨拶でスタート 

グラスを高く乾杯!! 

同時ビンゴ!! 
相手はまさかの施設長(笑) 

親睦会 

他職種連携し、情報を共有中。 

静岡 DCATとは？ 
正式名称：災害派遣福祉チーム 
社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員・保育士等の
種別と職種を超えた福祉専門職チームであり、避難所や
福祉避難所で活動する福祉チームのことです。 

DCAT 活動報告 



 

※ 

各
施
設
で
の
取
り
ま
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め
と
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っ
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。
詳
し
い
内
容
等
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
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て
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だ
い
て
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り
ま
す
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※掲載されている写真は、個人情報保護法に基づき使用させていただいております。 

さぎの宮寮・・・５件   

内  容          

希望・要望  １件     

苦情     ０件     

問い合わせ  ４件 

その他    ０件    

 

きじの里・・・１件 

内  容 

希望・要望  ０件 

苦情     １件 

問い合わせ  ０件 

 

認定こども園 きじの里 

        ・・・１件 

内  容 

希望・要望  ０件 

苦情     １件 

問い合わせ  ０件 

 

 

 

平成３０年６月１日～平成３０年１１月３０日まで 

 

 

 

 

 

 

 

※ 五十音順の並びになっております。（敬称略）      

      平成３０年６月１日～平成３０年１１月３０日の方々になります。 

さぎの宮寮    

 ◆稲田 良彦    ◆ＭＫ会 松田吉雄  ◆生出 理恵子  ◆笠井ギター同好会  ◆小池クラブ         

◆コール・リーベ  ◆白ゆり会      ◆墨岡 雅    ◆晴心会       ◆高橋 正男       

◆寺田 拳史郎    ◆長上婦人会      ◆中川 真紀    ◆中村 正文     ◆萩の花の会           

◆浜松音楽工房    ◆浜松東高校園芸ボランティア部     ◆浜松レインボーズ  ◆曳馬ボランティアクラブ                   

◆平野 明宏    ◆平野 あや       ◆平野 登志子  ◆ベネシード        ◆堀江清次郎         

◆堀江昭子     ◆本間 克彦       ◆本間 容子      ◆松本 良子        ◆宮本 清隆         

◆もいちど青春隊  ◆若草会 

きじの里  

◆オーケストラ・アンサンブル 青い風   ◆大塚 篤史      ◆苅部 豊       ◆川島 百合子     

◆杉本 ともえ    ◆袴田 矩義    ◆平野 あや     ◆船窪 充代      

                            

酉年は「商売繁盛・収穫」、戌年は「守りの年」、亥年は

「種を蒔く年」と言われています。戌年が守った大地に種を蒔き、

子年の「芽吹く年」につなげていきたいです。 

猪というと『猪突猛進』とは言いますが、猛進しすぎないように、

時には後ろも振り返りながら、しっかりと目標に向かって進んでい

きたいと思います。 

広報誌も今回で１５号を発行することができました。これも皆様の

おかげです。感謝申しあげます。 

皆様の幸せが、い(亥)の一番にやってきますように♪ 

     さぎの宮寮 広報委員 

●
表
彰
● 

交
通
安
全
標
語 

銀
賞 

 

さ
ぎ
の
宮
寮 

藤
田 

徹 
作
品 

『
ゆ
ず
り
合
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笑
顔
と
笑
顔
の 

交
差
点
』 

佳
作 さ

ぎ
の
宮
寮 

宇
賀 
朱
見 

 
 
 
 
 
 
 

尾
上 

峰
子 

き
じ
の
里 

 

安
藤 

由
梨 

影
山 

有
美 

 
 
 
 
 
 
 

清
川 

真
帆 

～あとがき～ 


